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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。　イザヤ 11:1-2
*賛美　･･････････････････ 　１０３番

*交読文　････････････････ 　５５番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１０７番

礼拝のための祈り　･･･････ １部：渡辺和歌子 働き人　　２部：小林美之 働き人

賛美　･･･････････････････ 　１０４番

メッセージ　･･････････････ 神の霊の現れと性質（イザヤ 40:3-5）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　１０６番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

わたしは命じる、御霊によって歩きなさい。そうすれば、決して肉の欲を満たすこ

とはない。なぜなら、肉の欲するところは御霊に反し、また御霊の欲するところは

肉に反するからである。こうして、二つのものは互に相さからい、その結果、＿＿

は自分でしようと思うことを、することができないようになる。もし＿＿が御霊に導

かれるなら、律法の下にはいない。(ガラテヤ 5:16-18)
すべて神の御霊に導かれている＿＿は、すなわち、神の子である。＿＿は再び

恐れをいだかせる奴隷の霊を受けたのではなく、子たる身分を授ける霊を受け

たのである。その霊によって、＿＿は「アバ、父よ」と呼ぶのである。

御霊みずから、＿＿の霊と共に、＿＿が神の子であることをあかしして下さる。も

し子であれば、相続人でもある。神の相続人であって、キリストと栄光を共にする

ために苦難をも共にしている以上、キリストと共同の相続人なのである。

メッセージ概要

　本日より、待降節（アドベント）に入る。現代、アドベントというと、クリスマスまでのカウントダウンのようなイ

メージもあるが、元々の意味は、主の「到来（ラテン語：アドベントゥス）」を待ち望む  事  であり、やがて来るべ

き再臨の主の「到来」を待ち望む事もまた、アドベントの時に覚え祈るべき事である。

　私達はいか主の到来を待ち望むべきか。荒野で呼ばわる者の声は、叫ぶ。「主の道を整えよ」と。

主が通られ、私達の内に来られるために、険しい山谷のような性質が、平野のようにならされる必要がある。

今、まことの花婿キリストの到来を前にして、私達キリスト者はキリストの花嫁としてバージンロードを整える

ような日々であるが、この「整え」は自分だけで出来るものではない。神の霊の力添えによって可能である。

私達は、この神の霊（聖霊、御霊に同じ）のどんな働きによって整えられていくのか、今回、神の霊の７種

類の現れを学び、私達はどのような面において特に助けが必要で、求めるべきなのかを、学んで行きたい。

　神の霊のまず第一は、「恵みの霊」  (  ヘブル      10:29)  である。「恵み（カリス）」には元々、「優しさ、思いやり、

親切、恵み、恩恵、愛顧」などの意味があり、特にキリストの救いの無償である事を強調する語である。

聖霊により、カリスが各々に授けられると「賜物（カリスマ）」となって、各々に御霊の固有な現れが起きる。

主は、優しく思いやりに溢れた恵みの霊により、無償の愛と恩恵と、賜物とを恵んで下さり、生来の悪い性

質から聖なる者へと贖い出して下さった。この、恵みの御霊をあなどるとするなら、重い刑罰が待っている。

　2      つ目は、  「いのちの霊」  (  ローマ      8:2)  である。私達はキリストにあって歩み続けるなら、いのちの霊の法則

が発動され、罪と死の法則から解放されている。（ローマ 8:1-2）　この霊の働きによって罪と死から解放さ

れ、泉のようにこんこんと湧き上がるいのちが川となって流れだし、死の海さえも、いのちに溢れて行く。

　３つ目は、「  神の子とする霊」（ローマ      8:14-16  ）  である。　私達は以前は神の子らしくなく歩んでいた。

罪を犯し、父から勘当され切り離されたかのような歩みをしていたが、神の子とする霊は、私達がキリストに

あって神の子であると証し、この霊によって私達も、神を「お父さん（アバ、父）」と親しく呼ぶ事が出来る。

子であるなら、キリストと共に共同相続人であり、計り知れない富が、子とする霊によって与えられた。

　４つ目は、「きよくする霊」（詩篇      51:10  ）  である。　ダビデは栄光と富と力が満ちた時、姦淫と殺人の汚れ

た思いに満たされ、そこを主に指摘された時、祈った。自分に清い心をつくり、揺るがない霊を新しくして

下さい、と。私達も俗悪な思いに満たされ、聖なる歩みが頓挫してしまった時や、習慣的な罪を止められな

い時等は、ダビデのように、きよい心をつくり、揺るがない霊を自分の中に新しくして下さい、と祈るべきだ。

　５つ目は、「執り成しの霊」（ゼカリヤ      12:10  ）  である。この霊が注がれると、国や人、事柄について心が張り

裂けるような思いに駆られ、「あの人（国、事）を憐れんで下さい」と、何時間でも、何十時間でも、執り成し

の祈りをするようになる。これは祭司として、長たる者として必要な霊であり、与えられるよう祈る必要がある。

また、祈りが出来ない人、人や事について思いが沸かない人も、この霊が与えられるように祈るべきだ。

　６つ目は、「真理の霊」（ヨハネ      14:17  ）  である。これは、真理を理解し、識別する事のできる霊である。

世の人は、真理の御霊が無いため、主を知らないし、御言葉も理解できない。しかしイエス様を信じた人

はこれを持っており、求めれば求める程、真理への造詣が深くなる。この霊に満たされた人は、御言葉の

深い奥義に感動し、さらに満たされている人は、聖書の一節一節の中に、あたかも宇宙がまるまる入って

いるのではないかと思うくらいに感動する。これは、御言葉を伝える人は追求して行くべき霊である。

　７つ目は、「栄光の霊」（１ペテロ      4:14  ）  である。　この霊に満たされた人は、人を見ず、状況を見ず、働き

の労苦も見ない。圧倒的な天の栄光の素晴らしさを見るので、労苦も迫害も物ともせず、ただ主のために

働き、主のために死ぬ事が、その人の唯一の願いとなる。ステパノは、御座に座しておられる栄光の主を

見、栄光の霊に満たされ、彼に石を投げる人々を執り成しながら、御使いのような表情で殉教して行った。

霊にあって歩むなら、肉の行いをしなくなって行く。だから、肉のわざを我慢するより、御霊に満たされ御

霊によって歩む事を求める方が遥かに有益だ。この神の霊によってこそ、私達の内側のでこぼこは平らに

され、御前に聖い花嫁として整えられて行く。神の霊に満たされ、主に恵みが増し加えられ、いのちに溢

れ、神の子とされ、きよくせられ、執り成し祈り、ますます真理が開かれ、栄光の働き人となって行く皆さん

でありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  
日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ　       　12:00～
2 部礼拝（韓国語通訳有） 　  　14:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜集会

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 10 巻 48 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015 年 11 月 29 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

